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1. はじめに 

インドネシアでは、近年急速な経済成長と都市化

の進展により、廃棄物問題が深刻化している。この

改善のためには、環境インフラと社会システムの整

備、住民の環境意識の向上と行動変容が不可欠であ

る。そのなかで近年、コミュニティベースアプロー

チとして、インドネシアの「ごみ銀行」が注目され

ている。 

途上国におけるごみ処理システムに関しては、多

くの研究報告 1)があるが、インドネシアのごみ銀行

に関してはあまり定量的な分析が進んでいない。ま

た、ごみ分別行動の構造要因分析に関しては、日本

に関しては多くの報告 2)があるが、途上国に関して

は多くない。 

本研究では、インドネシアの都市廃棄物問題改善

と資源循環システム構築として機能しつつある「ご

み銀行」について、その成立要件の解明を行うこと

を目的とする。 

 

2. ごみ銀行の概要 

2.1 ごみ銀行の仕組み 

ごみ銀行は、住民が分別し持ち込んだごみを計量

し集積し、仲介業者を通すか直接リサイクル業者に

売却する。ごみの売却によって得た収益は、配分方

法には差があるが、多くのごみ銀行でそのほとんど

がごみを持ち込んだ人に持ち込んだ量に応じて分配

される。 

2.2 バンドン市のごみ銀行の概要 

インドネシアのバンドン市で最終処分場に運搬さ

れるごみの量は、2014 年で 1,523t/day、2015 年で

1,629t/day と増加傾向にある。バンドン市内には、

ごみ銀行の拠点が 66 ヶ所存在し、NGO 団体であ

る”Hijiau Lestari”が市内の約半数のごみ銀行を支

援・運営している。バンドン市のごみ処理フローに

ついて図 1 に示す。行政によるごみ収集の場合、家

庭でごみを分別しないが、ごみ銀行に資源物を持ち

込む際はごみを分別する必要がある。 

 

3. ごみ銀行に関する意識調査 

3.1 調査方法 

地域住民の地域のごみ問題及びごみ銀行に対する

意識と行動を把握するために、本研究ではバンドン

市の住民を対象にアンケート調査を行った。回答の

方法は、「1: 非常に思う」から「2: 全く思わない」

の 5 段階で評価してもらった。また、ごみ銀行側の

意見も得るために、バンドン市内のごみ銀行スタッ

フを対象にアンケート調査及びヒアリング調査を行

った。調査の概要を表 1 に示す。住民へのアンケー

ト調査の調査方法は地域の大学生、大学教授とその

知人、ごみ銀行利用者に依頼し、訪問留置法により

実施した。ごみ銀行スタッフへのアンケート調査の

方法は、ごみ銀行 4 ヶ所を訪問し、それらのスタッ

フにその場で回答していただいた。 

3.2 アンケート調査結果 

得られた 137 件の回答のうち、ごみ銀行の会員は

53 件、非会員は 84 件であった。得られた回答をク

ロス集計した結果を図 2～4 に示す。「都市の問題の

中でごみ問題は解決しなければならない問題である」

との質問に対して、1 と答えた人の多くが「自分に

もごみ問題に対する対策を行う責任がある」との質

問に対して肯定的に答えている（図 2）。「ごみ銀行

の活動はごみ問題を解決できる」との質問に対して

 

 
図 1. バンドン市のごみ処理フロー 
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否定的な回答者ほど、 

「ごみ銀行の活動はごみ以外の問題も解決できる」

との質問に対して肯定的な回答が少ない（図 3）。「周

囲の人はごみ銀行の活動に積極的である」との質問

に対して肯定的（1 や 2）な回答者ほど、「ごみ銀行

に参加しないと周囲の人の目が気になる」との質問

に対して「気になる」と答える傾向があった（図 4）。

以上の結果から、多くの人がごみ問題は深刻で自分

にも責任があると認知している。ごみ銀行への期待

が大きい人ほど、ごみ銀行に対してごみ問題以外の

問題解決にも期待が大きいことがわかった。また、

ごみ銀行への積極的な人の姿勢が、周辺の人の参加

を促していることも見て取れる。 

 

4. まとめと今後の課題 

ごみ銀行の利用者（住民）とスタッフを対象に、

アンケート調査を実施した。その結果、ごみ銀行に

対する期待度はごみ問題だけでなく地域の諸問題に

及ぶこと、参加には周囲の人の行動も誘発要因とな

っていること等が明らかとなった。スタッフへのヒ

アリング調査によれば、「住民がごみ銀行に参加する

のは環境のためではなく、お金のためであると感じ

る」という意見があり、ごみ銀行の活動を継続・強

化するためには環境への意識を高めることが必要で

あるといえる。 

ごみ銀行の活動への参加要因をより詳細に分析記

するために、共分散構造分析を用いて分析を行うこ

とが今後の課題である。 
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表 1. アンケート調査の概要 

 

2015年9月15日～2015年9月27日
インドネシア　バンドン市

訪問留置法
配布サンプル数（件） 200
回収サンプル数（件） 137

回収率(%) 69
配布サンプル数（件） 25
回収サンプル数（件） 19

回収率(%) 76

住民アンケート

スタッフアンケート

調査実施期間
対象地域
調査方法

 

図 2. ごみ問題への関心と責任意識 
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図 3. ごみ銀行への期待 
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図 4. ごみ銀行の活動への参加の誘発 
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